
河川工事進捗状況（令和４年１２月時点） 位置図

⾚⾕川流域災害
復旧事業区域

凡例
： 主要河川

： 県道52号

： 流域界

⼯事名 会社名

⾚
⾕
川
・
⼄
⽯
川
・
⼤
⼭
川

① ⾚⾕川流域災害改良復旧（２１号）⼯事 （株）昭和組

② ⾚⾕川流域災害改良復旧（２３号）⼯事 （株）⾼⼭組

③ ⾚⾕川流域災害改良復旧（２４号）⼯事 江上建設（株）

④ ⾚⾕川流域災害改良復旧（２５号）⼯事 江上建設（株）

⑤ ⾚⾕川流域災害改良復旧（２６号）⼯事 建武⼯業（株）

⑥ ⾚⾕川流域災害改良復旧（２７号）⼯事 (株)荻島組

⑦ ⾚⾕川流域災害改良復旧（２８号）⼯事 久富建設(株)

⑧ ⾚⾕川流域災害改良復旧（２９号）⼯事 (株)辻組

⑨ ⾚⾕川流域災害改良復旧（３０号）⼯事 (株)廣瀬組

⑩ ⾚⾕川流域災害改良復旧（３１号）⼯事 (株)時⾥組

⑪ ⾚⾕川流域災害河道掘削外⼯事 森部建設（株）

⑫ ⾚⾕川災害改良復旧附帯県道真⽵橋架替外⼯事 ⾶島建設（株）

⑬ ⾚⾕川災害附帯市道北向橋他６件（PC）上部⼯⼯事 オリエンタル⽩⽯(株)

⑤

⑫

①

②

③

⑪

工事名をクリックすると進捗写真のページを表示します。

④

⑥

⑦

⑧

⑨

⑬

⑩



2

赤谷川流域災害改良復旧（２１号）工事① （株）昭和組

令和3年10月上旬

令和4年5月下旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸整備

令和4年12月中旬

位
置
図
に
戻
る

大
山
川

赤谷川
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赤谷川流域災害改良復旧（２３号）工事② （株）高山組

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬

乙
石
川
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赤谷川流域災害改良復旧（２４号）工事③ 江上建設（株）

令和3年9月上旬

令和4年3月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬

赤
谷
川
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赤谷川流域災害改良復旧（２５号）工事④
令和3年10月上旬

令和4年5月下旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸・余裕高整備

位
置
図
に
戻
る

江上建設（株）

令和4年12月中旬

赤
谷
川

赤
谷
川



6

赤谷川流域災害改良復旧（２６号）工事⑤ 建武工業（株）

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

道路整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬

赤
谷
川
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赤谷川流域災害改良復旧（２７号）工事⑥ （株）荻島組

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸整備

赤谷川

大山川

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬
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赤谷川流域災害改良復旧（２８号）工事⑦ 久富建設（株）

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬
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赤谷川流域災害改良復旧（２９号）工事⑧ （株）辻組

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

道路整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬
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赤谷川流域災害改良復旧（３０号）工事⑨ （株）廣瀬組

令和3年10月上旬

令和4年5月下旬

平成29年7月8日（被災直後）

護岸整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬

乙
石
川
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赤谷川流域災害改良復旧（３１号）工事⑩ （株）時里組

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

余裕高整備

位
置
図
に
戻
る

令和4年12月中旬
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赤谷川流域災害河道掘削外工事 森部建設（株）

令和3年10月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

橋梁整備橋梁整備

位
置
図
に
戻
る

⑪

令和4年12月中旬

赤
谷
川
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飛島建設（株）赤谷川災害改良復旧附帯県道真竹橋架替外工事

令和3年9月上旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

赤
谷
川

護岸・道路整備

位
置
図
に
戻
る

⑫

令和4年12月中旬

赤谷川
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オリエンタル白石(株)赤谷川災害附帯市道北向橋他６件（PC）上部工工事

令和3年1月下旬

令和4年5月上旬

平成29年7月8日（被災直後）

位
置
図
に
戻
る

橋梁整備

赤谷川

大
山
川

⑬

令和4年12月中旬



被災前の流下能力を回復

フェーズ ２
権限代行（応急復

旧）

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

関連事業
（農地改良）

○⼆次災害防⽌

○河道確保と安定化

○河道の安全度向上と河道の維持

○河道の維持

○整備計画策定（7/31策定）、地元説明会（福岡県対応）

○測量、調査、設計、⽤地補償、関係機関調整、地元説明

○⾚⾕川上流、⼤⼭川中上流部（原形復旧区間）

○⼄⽯川仮設河道整備

○⾚⾕川・⼄⽯川・⼤⼭川河道復旧（改良復旧区間）

・流⽊及び⼟砂の撤去
・施設及び家屋の保護
・流路の河岸保護

・⼟砂⽌め⼯整備、河道掘削

・河道拡幅及び河道掘削
・堆積⼟砂の撤去

・堆積⼟砂の撤去（※）

○九州北部豪⾬復興出張所の設置

河
川
︵
権
限
代
⾏
⼯
事
︶

応
急
復
旧

河
川
災
害
復
旧

○事業概要説明、換地原案承認、事業計画概要書の作成等

筑後
川

改
良
復
旧

区
間

写真写真

～平成２９年７月豪雨の治水対策～

赤谷川水系直轄河川災害復旧事業（一定災）

2022.12 現在筑後川河川事務所 九州北部豪雨復興出張所

事業進捗率

応急河道整備

護岸･構造物設計

用地補償

護岸･構造物等工事

測量・設計完了

１００％

赤谷川の進捗

護岸･構造物設計

護岸･構造物工事

乙石川の進捗大山川の進捗

写真

位置図

改良復旧
区間

赤谷川水系 全体平面図

応急河道整備

被災状況写真

１００％

護岸･構造物設計

護岸･構造物工事

応急河道整備 １００％

護岸･構造物設計

護岸･構造物工事

応急河道整備 １００％

被災前の河道断面を確保

用地補償完了

事業概略行程

※１ は、施工中。気象状況その他により進捗が前後することがあります。

R元年11月本復旧着手

※１

50% 100%0%

１００％

１００％ １００％ １００％

※河道の安全度を維持するため、梅雨時期でも河道内に堆積した土砂を防災措置を講じながら適宜撤去することとしている。

※事業に係る用地については、「農地改良事業との創設換地」と「国による直接補償」で事業を実施予定

被災直後 フェーズ １
権限代行（緊急復

旧） 緊急的な流路の確保

権限代行（本復旧）
本復旧（権限代行）

整備イメージ

実施中

１００％

位
置
図
に
戻
る




